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令和６年度第２回おいらせ町自治推進委員会 会議要旨 

日 時 令和６年７月１６日（火） １３：３０～１５：００ 

場 所 本庁舎２階 ２０１会議室 

出席者 
自治推進委員委員５名、事務局３名（まちづくり防災課） 

出席人数：８名 

次 第 

１  開  会 

２  案 件 

（１） 自治基本条例施行１５周年記念フォーラムについて 

（２） 今後の活動予定・意見交換 

３ その他 

４ 閉  会 

資 料 

（１）次第、本資料 

（２）資料１ おいらせ町自治基本条例の基本的構成について 

（３）資料２ 自治基本条例施行１５周年記念フォーラム（案）について 

 

  

次第 発言者 内容（要約） 

１ 開会  

開会 事務局 事務局進行により開会（１３：３０） 

２  案  件 

 委員長 委員会が１年間で５回しか開催されないというのは、相手の考えがなかなか

分からないという難しさがある。２年間という任期の中でお互いの考え方を

理解していければと考えている。今日はフォーラムの話がメインになるが、

最低１回は意見を言う、その意見は３分以内におさめるということでやって

いきたい。 

 事務局 本日は傍聴希望があり、傍聴人が１名います。規定により録音等はしないと

いうこととしております。忌憚のない意見をお願いします。 

（１） 自治基本条例施行１５周年記念フォーラムについて 

 事務局 （事務局から資料１、資料２をもとに説明） 

 委員長 事務局から説明がありましたフォーラムについて、順番に決めていきたいと

思いますので、意見を求めます。まず名称だが、古間木山地域では『私達の

まち、私達の手で』としており、『まちを』ではなく『まち』としている。 

 事務局 『を』を抜いてもよろしいでしょうか。（異議なし） 

 委員長 では、『を』を抜きます。 

（以下、各項目について確認） 
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 委員長 パネリストと講師の間で、事前打ち合わせは必要だろうか。私は過去の別事

業では、事前打合せしない方が、パネラーの緊張感があって良いと感じた。 

今回の講師は優しい性格の方なので、事前のすり合わせはあると思うが。 

 委員 この条例にあるとおり、まちを自分達の手で作っていくのは大事だし、こう

いった姿勢は必要なのだとは思うが、実際のところは逆方向で、だんだんと

まちづくりへの参加意向が薄れてきていると感じる。どうやって若い人や高

齢者などに興味を持ってもらうか、自分たちでやっていくという方向に持っ

て行くのか考える必要がある。私の世代とは考え方が違うとしても、なるべ

く本音で話してもらえれば、多くの共感を得られるのではないか。 

 委員長 例えば、パネラーを会場の中心に据えて、囲むような会場にすると意見が結

構出る。会場の設定でもイベントの固さも変わってくるのでは。 

固くならないようなやり方を、事務局と考えていく。 

 委員 ユニークさを出すために、ウサギとクマの着ぐるみを、パネラーとして壇上

にあげてもよいか。着ぐるみはしゃべらないで、発表の手伝いをする。 

 委員長 良いと思う。他にも自発的に活動している事例があれば情報が欲しい。 

今日の意見を参考に、詳細をつめて皆様に案内したい。 

（２） 今後の活動予定・意見交換 

 事務局 次回以降の委員会について日程確認 

第３回予定：令和６年１０月１５日（火）１３時３０分～ 

６  その他 

６ 閉 会（修礼、散会） 

 


